
⼩型⾶⾏ロボット⾶⾏実験（電気通信⼤学） 

 国内の⺠間企業単独では初となる宇宙空間
到達を⽬指し、観測ロケット
「MOMO」2号機の打上げ実
験を⾏いました。 
 平成29年7⽉に続き2回⽬
の挑戦でしたが、打上げ直後
に推⼒が途絶し、機体が落
下、炎上しました。 
 ISTは、「MOMO」3号機の
打ち上げや軌道投⼊ロケット「ZERO」打ち上げ
に向けて開発を進めています。 

 低コスト無⼈⾶⾏ロボット開
発のための⾶⾏実験が4⽉〜
5⽉と8⽉に⾏われました。 
 3種類の無⼈⾶⾏ロボットの
⾃律⾶⾏等での試験により、
システム等の検証が⾏われまし
た。 

 同⼤学の航空宇宙システム研究センターで研
究・開発中の⼩型超⾳速無⼈実験機「オオワシ
2号」の縮⼩機体を使⽤した
2つの実験が⾏われました。 

 夜間や悪天候時にも安全な⾶⾏を可能にする
技術「SAVERH」の試験が⾏われました。 

衛星追尾・レーダー電波試験 
（JAXA研究科開発部⾨） 

 災害発⽣直後に上空から
迅速かつ⻑時間にわたり、
被害状況をリアルタイムで確
認することができる、⻑距離
⾶⾏が可能な無⼈航空機
の実⽤化に向けた航⾏距離100kmの⾶⾏試
験が⾏われました。 

 GPSや衛星通信を利⽤して、電⼦地図上に
航空機の位置や航跡等をリアルタイムに表⽰し、
航⾏中の複数の航空機の
情報を⼀元的に管理する
ことができる航空機運航⽀
援システムの新機能の実
証試験が、7⽉、9⽉、10
⽉に⾏われました。 

航空機運航⽀援システム開発のための 
⾶⾏試験（ナビコムアビエーション株式会社） 

 ⼩型無⼈機の⾶⾏安全性の向上を図るため
の技術の機能確認と、そのデータ収集のための
⾶⾏試験が、6⽉と11⽉に⾏われました。 

 複数の移動通信事業者の電波を同時に無線
中継する機能を搭載したドローンを使⽤した実
証実験が⾏われました。 

エラーマネジメント技術・状況認識⽀援技術
の研究（JAXA航空技術部⾨） 

⻑距離無⼈航空機の⾶⾏試験 
（株式会社テラ・ラボ） 

災害対策⽤無線中継システム実証実験 
（ソフトバンク株式会社） 

平成30年度航空宇宙関連実験 総まとめ！！ 
 平成30年度、⼤樹町多⽬的航空公園では10団体により21件の利⽤があり、様々な実験が⾏われました。
そこで今回は、平成30年度に⾏われた主な実験をまとめて紹介します！（平成31年2⽉21⽇現在） 

 4月 

⼩型⾶⾏ロボット⾶⾏実験 
（電気通信⼤学） 

⼩型無⼈機の安全性・運⽤性向上技術の
研究（JAXA航空技術部⾨） 

 ⽇本では、⼤樹町でのみ⾏われている⼤気球
実験。今年度は、4機の⾶翔実験を⾏う予定で
したが、実験期間の間、気球の放球・⾶翔に適
さない天候が続いたため、実験を⾏うことができま
せんでした。 

⼤気球実験（JAXA⼤気球実験班） 

 7月 

観測ロケット「MOMO」2号機打上げ実験 
（インターステラテクノロジズ（IST）株式会社） 

機体にはたらく空気⼒測定実験 
＆滑⾛・離陸試験（室蘭⼯業⼤学） 

©IST 

 5月 

 6月 

 8月 

 10月 

 11月 



宇宙ステーション補給機「こうのとり」7号機搭載⼩型回収カプセルが 
国際宇宙ステーションから帰還しました！ 

 平成27年から平成29年の3年間、⼤樹町多⽬的航空公園を拠点に⾼空落下試験（試験
の詳細は、Taiki Aerospease News No.21をご覧ください。）を⾏っていた「こうのとり(HTV)」
7号機搭載⼩型回収カプセルが、平成30年9⽉23⽇にH-ⅡBロケット7号機によって国際宇宙
ステーション（ISS）へ向けて打ち上げられ、9⽉28⽇にISSに到着しました。 
 11⽉8⽇にISSから出発した⼩型回収カプセルは、11⽉11⽇、⼤気
圏再突⼊の熱に耐え、⼩笠原諸島南⿃島沖で回収されました。 
 このHTV7号機搭載⼩型回収カプセルでは、⽇本で初めてのISSから
の物資の回収能⼒を獲得を⽬指し、次の2つの技術実証が実施されま
した。 
 ・低加速度で機体を揚⼒⾶⾏させ⽬標範囲に誘導する技術 
 ・国産防護材により⼤気圏再突⼊時の⾼温から機体を守る技術 
 どちらの技術実証も結果は良好で、今後、このHTV搭載⼩型回収カ
プセルは、ISSから研究成果や実験試料を持ち帰る⼿段となり、さらに将
来的には、有⼈機の開発にもつながると期待されています。 

 このコーナーでは、本紙に出てきた宇宙関連このコーナーでは、本紙に出てきた宇宙関連

用語を解説します。今回、取り上げる用語は、用語を解説します。今回、取り上げる用語は、  

「「HH--ⅡⅡBBロケットロケット」です！」です！  

  

  HH--ⅡⅡBBロケットとは、日本初の純国産ロケッロケットとは、日本初の純国産ロケッ

ト「ト「HH--Ⅱ」や、その後継機である「Ⅱ」や、その後継機である「HH--ⅡⅡAA」の」の

打ち上げ能力を更に高めた、現在日本で打ち上打ち上げ能力を更に高めた、現在日本で打ち上

げられているロケットの中で最大の能力を持つげられているロケットの中で最大の能力を持つ

ロケットです。ロケットです。  

  液体酸素と液体水素を推進薬として使用した液体酸素と液体水素を推進薬として使用した

22段式ロケットで、機体の横には、加速を補助段式ロケットで、機体の横には、加速を補助

するため個体ロケットブースターを装着していするため個体ロケットブースターを装着してい

ます。ます。  

  HH--ⅡⅡBBロケットは、ロケットは、ISSISSに滞在する宇宙飛行に滞在する宇宙飛行

士の生活に必要な物資や、士の生活に必要な物資や、ISSISSで使う実験装置で使う実験装置

を運ぶ宇宙ステーション補給機「こうのとり」を運ぶ宇宙ステーション補給機「こうのとり」

を打ち上げるために開発されました。を打ち上げるために開発されました。  

  平成平成2121年年99月月1111日に試験機（日に試験機（11号機）が打ち号機）が打ち

上げられてから、現在までに上げられてから、現在までに77回の打ち上げに回の打ち上げに

成功しています。成功しています。  

©JAXA 
©JAXA 

背景写真「HⅡ-B」7号機打ち上げ ©三菱重⼯/JAXA 

↑多⽬的航空公園で⾏われた 
  ⾼空落下試験の様⼦ 

南⿃島沖で回収される 
⼩型回収カプセル↓ 

↑回収された⼩型回収カプセル 


